スミス・カレッジにおける学生支援の取り組み―オートニッキー氏とショー氏へのインタビューから― by オートニッキー ジュリアン et al.
スミス・カレッジにおける学生支援の取り組み
―オートニッキー氏とショー氏へのインタビューから―
Efforts to Support Students at Smith College:
Through an interview with Ms. Ohotnicky and Ms. Shaw
ジュリアン・オートニッキー *, ベッキー・ショー **, 西尾亜希子 ***, 安東由則 ****
OHOTNICKY, Julianne，SHAW, Becky，NISHIO, Akiko & ANDO, Yoshinori
安東　由則　監訳・編集










*    Dean of Students，Smith College（スミス大学・学生部部長）




D11300_71002606_Ohotnicky ＆ Shaw 安東由則.indd   1 2019/07/11   14:31:37
― 41 ―




日時：2017 年 11 月 10 日（金）, 10:00 ～ 11:30
場所：Clark Hall, Smith College, MA, U.S.A.
Interviewee：Ms. Julianne Ohotnicky （Dean of Students, Smith College）
ジュリアン・オートニッキー（スミス大学・学生部部長）
M s. Becky Shaw（Associate Dean of Students and Director of Residence 
Life, Smith College）
ベッキー・ショー（スミス大学・学生部副部長 / 住生活担当責任者）




　　　私は、カレッジの副学部長（the Associate Dean of the College）で、学生部長（the 
Dean of Students）の Julianne Ohotnicky（ジュリアン・オートニッキー）です。学
生課は、大学で最も大きな部署であり、50 人くらいの職員がいます。学生課にはレ
ジデンス・ライフ（Residence Life）や宗教的・精神的生活（Religious & Spiritual 
Life）などとともに、新入生に対するオリエンテーションや入学後のここの一員とな
ることを手助けする初年次教育（the First-Year Experience）も行っています。また、





さらには読みやすさも考慮して、質問者に関しては二人を区別せず、“ 質問者 ” と統一して示す。
２スミス大学が設けている奨学制度で、一般的な大学入学年齢の 18 歳ではなく、年長の非伝統的な入学
学生向けのプログラムである。学士コースを修了できるよう、選択を柔軟にしたり、コースの負担を軽減
したり、学習の助言やキャリアカウンセリングを行うなどしてサポートをしている。30 名の枠に 150 名
の応募者があった。
〈https://www.smith.edu/admission-aid/how-apply/ada-comstock-scholars〉（2019 年 2 月 9 日）
３他大学からスミスへのトランスファー（transfer）の学生の受け入れ数は少ない。Barronʼs Profiles of 
American Colleges 2019 に掲載されたスミス大学の情報では、2016-2017 年におけるトランスファー学生
は 45 名とある（756 頁）。
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　　　スミスでは、寄宿舎や学生寮（Dormitories and Residence Halls）の代わりに、39
のハウスなどの施設を提供しており、一番小さいハウスは 15 名、一番大きなハウス








４センターの正式名は Resource Center for Sexuality & Gender。受け取った書類 “GLBTQ RESOURCES ”
には 2009 年 10 月の日付があり、そこには 40 の組織、ネットワーク、コミュニティやその HP などが掲
載されている。
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スに招待してイベントを催し、“ スミスの学生である ” ということがどのような意味
をもつのかをご家族に理解していただく行事で、私たちはその手伝いをします。
　　　他に二つのプログラムサンプルをお渡ししました。一つは、私たちが提供したリー







７ Handbook in Brief 2017-18 というタイトルの薄い冊子の 1-2 頁には “Code of Student Conduct” として
以下のような事項が挙げられている。Alcohol-Unsafe or Illegal Usage, College Policies Violations, Conduct 
that Threatens of Endangers a Person, Discriminatory Harassment, Dishonesty, Disruption, Five College 
Policy and Off-Campus Behavior Violations, Failure to Comply, Firearms and Other Weapons, Hazing, Ille-
gal Drugs, Theft or Abuse of Property, and Unauthorized Entry or Use.
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Shaw　連邦の公正住宅法（the Fair Housing Act）により、障害者で動物がその人の介助
８盲導犬など、訓練を受けて人間の生活や仕事を手助けすることができる Seivice Animal とは異なり、そ
の存在が障害を抱えた個々人に精神的な安らぎをもたらす動物は Emotional Support Animal（ESA）と定
義される。“Comfort Animals,” あるいは “Companion Animals” などと呼ばれることもある。連邦の the 
Fair Housing Act、マサチューセッツ州の the State Fair Housing Law などで規定されている。　
〈https://www.mass.gov/service-details/about-service-and-assistance-animals〉
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Shaw　もし Julie（＝ Julianne Ohotnicky）や私が学生と一緒にいたとすると、教職員で
あれ学生であれ、次のように自己紹介をします。







９脚注 4 の GLBTQ RESOURCES を参照。
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11 スミス大学の高橋温子先生が 2017 年 10 月に学生に授業課題として、トランスジェンダー学生の女子
大学への入学について意見を尋ねていただいた。7 名の学生から回答があり、その内容は必ずしもトラン
スジェンダー学生の受け入れに賛成するものではなかった。「どうしてトランスジェンダーの学生たちは
女子大だけに入りたがるのか分からない。…“ 体が女性、心は男性 ” という人を受け入れるのは個人的に
ダメだと思う」（文言一部改変）のように、男性を自認するトランスジェンダー学生には疑問の声が半分
ほどあった。
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12 スミス大学では House System を取っており、35 棟の House とコンプレックス（複合施設）からなる。
収容人数は 10 名から 100 名と建物によって異なるが、60-80 名収容の House が多いようである。稀に３
人部屋も見られるが、ひとり部屋が多くなっている。a half open double のように、２人部屋であるが、
条件付きながら１人で住んでいる場合もある。スミスの学生生活はそれぞれの House が単位となってお
り、学生生活の重要な基盤となっている。一人部屋の平均で約 9' × 10'（feet）、 二人部屋だと 12' × 14'
くらいである。　〈https://www.smith.edu/reslife/houses_faq.php〉
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Ohotnicky　私がとても大事だと思うことに触れてくれましたね。もし私たちが耳を傾け
るならば、スミスの学生は、自分たちのために取り組む必要があることを話してくれ
ます。2003 年まで遡って考えると、学生自治会は学生憲章にあるすべての she と















＜ Campus Center を見学した後、The Resource Center for Sexuality & Gender へ移動＞









設である。その地下 1 階にジェンダー不適応学生のためのバスルームがある。The Resource Center for 
Sexuality & Gender が入っている Wesley（建物名）棟の地下などにも設置されている。
14 この棟の地下が The Resource Center for Sexuality & Gender で、学生が寛げる場となっている。各種
のチラシがあり、その中の一つは “The Resource Center invites the Smith Community to join the LGBT 
& Support Network” とのタイトルで、being  an Ally to LGBT people となることを勧めている。LGBT の
人々とルームメイトになったり、代弁したり（advocate）して、彼らをサポートし、暮らしやすいキャン
パスづくりをしようする学生を募集している。
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写真 1　Campus Center 地下トイレの扉
（扉には ”COED RESTROOM” の掲示）
写真 2　the Resource Center for Sexuality & Gender の内部
（くつろげるよう、照明を下げている）
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写真 3　the Resource Center for Sexuality＆Gender の内部 写真 4  Center 内の一室の扉
“Paps Matter for Trans Men”
（子宮がん検査は男性転換者にも大切）
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16Ms. Shaw は、次のような実話を語ってくれた。“ ある方の孫娘が、欲しい部屋がもらえなかったので、




シャーとともに The Five College Consortium を組織している。唯一の州立大学で、総合研究大学。学生
数 30,593 人（Fall, 2018）〈https://www.umass.edu/gateway/about/umass-glance〉
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究レポート』48 号、29 頁において単数形を Smithy と記述しているが、正しくは Smithie である。お詫
びして訂正する。
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の新入生がリビングルームに座り、年上の学生たちが新入生に “ お帰りなさい ” と声




















19 マウンテン・デイ（Mountain Day）は、秋の天気のよいある日、予告なく学長が “Mountain Day” と宣
言すると大学は休校となり、山登りに限らず、学生たちは天気のよい秋の一日を満喫するという伝統があ
る。Mount Holyoke College にも同様のものがある。
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22 スミスの 2018 年度の基金（endowment）は、約 18 億 7500 万ドル（1,875,093 千ドル）、日本円にし
て 2062 億円（1 ドル =110 円換算）となり、総合大学を含むアメリカとカナダの全大学の中で 57 位にラ
ンクされる。“U.S. and Canadian Institutions Listed by Fiscal Year (FY) 2018 Endowment Market Value 
and Change in Endowment Market Value from FY17 to FY18” （National Association of College and 
University Business Officers and TIAA 提供）
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